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公益社団法人日本グライダークラブ 

理事長 稲垣 政文 殿 

飛行前確認書 
1. 空域情報 

 私は、板倉滑空場及び板倉滑空場以外で貴クラブの主催する講習会等で飛行を行う空

域について JSC 運航管理者から十分な説明を受け、理解した上で飛行を行います。 

 ・ 周辺の飛行場、滑空場、トラフィックの輻輳するエリア 

   ・ 周辺の航空路 

   ・ 宇都宮進入管制区を含む飛行エリア内の管制空域 

   ・ 民間訓練試験空域・関東４及び JSDF 訓練試験空域３を含む制限空域 

   ・ 周辺のパラシュート DZ、ラジコンその他の航空スポーツが行われているエリア 

   ・ 航空法第 60 条で定める機器を装備せずに飛行できる空域（10000ft 以下） 

・ フライトプランの提出が必要な飛行（板倉滑空場より９km 圏外への飛行） 

・ JSC の定める低空旋回禁止空域、騒音及び電波障害規制空域 

 左記の内容を確

認済の場合はチェック

マークを入れる 

2. 滑空場周辺の障害物 

 私は、板倉滑空場及び板倉滑空場以外で貴クラブの主催する講習会等で離着陸を行う

場所ならびに周辺の障害物について JSC 運航管理者から十分な説明を受け、理解した

上で飛行を行います。 

① 北～北東側高圧線、高圧線鉄塔 

② 南東側高圧線、高圧線鉄塔 

③ 南側 NTT 鉄塔 

④ RWY33 進入経路上の立木及び電線 

⑤ RWY33 土手側倉庫と及びその乱流 

⑥ その他板倉 NOTAM で指定された障害物等 

 左記の内容を確

認済の場合はチェック

マークを入れる 

3. 野外飛行、山岳飛行とその危険性について 

 私は、滑空機・動力滑空機による野外飛行及び山岳飛行、滑空・飛行場外着陸を含む

それに伴う危険について、JSC ガイドラインに従って、過去に十分な教育を受け、これら

を理解した上で飛行を行います。また、板倉滑空場周辺及び飛行エリアの気象につい

ても、十分な知識を有し、当該気象状況に対応できる技量を有することを前提に飛行を

行います。 

 左記の内容を確

認済の場合はチェック

マークを入れる 

4. 使用する航空機による飛行とその危険性について 

 私は、使用する航空機による飛行と、それに伴う危険について過去に十分な教育を受

け、これらを理解した上で飛行を行います。 

 左記の内容を確

認済の場合はチェック

マークを入れる 

5. 高高度飛行とその危険性について 

 私は、高高度飛行が人体に及ぼす影響とその危険性について、JSC ガイドラインに従っ

て、過去に十分な教育を受け、これらを理解した上で飛行を行います。また当該飛行を

行う場合は、使用する滑空機・動力滑空機に必要な法定機材を装備し、法定点検を実

施しております。 

 左記の内容を確

認済の場合はチェック

マークを入れる 

6. 関係法規の遵守について 

  私は航空法及び同施行規則を始め下記に掲げる法規等を十分理解し、これを遵守いた

します。また、ＪＳＣが定款で定める目的以外の飛行を行わないものとします。 

① 板倉滑空場オペレーションハンドブック 

② AFR 規定 

③ チェックアウト規定 

④ ビジターの場合はビジター規定 

⑤ ＪＳＣ ＮＯＴＡＭ 

⑥ ＪＳＣ危機管理マニュアル（ビジターの場合はビジター用危機管理マニュアル） 

⑦ ＪＳＣウェーブフライト、XC フライト、山岳フライトに対するガイドライン 

⑧ その他必要な規定 

 左記の内容を確

認済の場合はチェック

マークを入れる 

板倉滑空場における飛行及び板倉滑空場以外で貴クラブの主催する講習会等参加に対する誓約 

・ 私は、板倉滑空場及び板倉滑空場以外で貴クラブの主催する講習会等で飛行を行うに際し、上記以外の予期せ

ぬ危険が起こりうることを理解しております。私は当該飛行の実施に際しては、自己の責任において行動し、自身

に起こりうる危険を自ら負担いたします。 

・ 団体利用の場合は、私が責任者として上記の内容、その他必要な運用方法並びに規定類の知識につき参加メン

バー全員が理解していることを確認いたします。 

                                                 

年   月   日 

         パイロットまたは団体利用責任者署名：                                               

不明な項目は、必ず確認してください。 


